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エポキシド加水分解酵素は、エポキシドから不活性なジオール体への変換を触媒する。可溶性エポキ






















機能を探索するために、ラット脳下垂体腫瘍由来細胞 (GH3) に EH4 を過剰発現させたところ、T3刺
激による GH分泌が抑制傾向となった。また、ラット副腎髄質由来褐色細胞種 (PC12) に EH4を過剰
発現させたところ、細胞増殖が有意に抑制された。 
以上の結果より、機能未知であった EH3 及び EH4 について、EH3がエポキシド加水分解活性を有し
ており、sEHの生理的基質である EETを代謝するということが明らかとなった。また、EH3は HIF-1α
の発現量減少を介して低酸素応答系を抑制している可能性が示唆された。次に、EH4 については sEH
とは異なる基質の代謝に関与している可能性が考えられるが、脳神経系においてなんらかの生理機能を
有しているということが示唆された。 
